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kkKikuyo Town Topics

　青少年健全育成町民会議主催「親子で一日社会見学」を行いまし
た。町在住の小学生親子５組12人が参加し、裁判所と今年５月に
新設した県防災センターを見学しました。裁判所では、３匹のこぶ
た殺人事件と題して法廷で模擬裁判を体験。防災センターでは、熊
本の歴史の中で起こった災害に触れ、被害状況や災害発生のメカニ
ズムを学びました。参加した小学生は「いろいろな人が関わって裁
判が行われていることが分かった」「地震や大雨のことを知ることができて良かった」などと話しました。

　台湾文化団体合同公演を図書館ホールで開催しました。台湾との文化交流事業
の一環として、台湾・新竹市を拠点に活動する新
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の４団体を招待。公演では台湾新竹の四季

を表現した舞台が披露され、２公演で計約900人が来場しました。
　台湾の伝統楽器の演奏やLEDライトを使った演舞、客席に花の香りを漂わせ
るパフォーマンスなど多彩な演出があり、大きな拍手が送られました。
　公演後には、吉本町長から各団体に感謝状を贈呈しました。

台湾文化に触れる
台湾文化団体合同公演18
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鉄棒での逆上がりや登り棒を楽しんで
います。できるまで何度も練習してお
り、とても頑張り屋の楓月さんです。

ままごと遊びに夢中な楓さん。大好き
なお母さん役で、友達と毎日元気いっ
ぱい遊んでいます。
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こうのとり保育園

　町の急激な国際化の中で「何かできないか、お役に立てないか」との
思いから、４月に誕生した「きくよう多文化クラブ」です。町や近隣市
町に住む外国人をお招きして国の紹介をしてもらったり、日本的な行事
へ一緒に出かけたり、農業体験をしたり、外国料理を作ったりと「楽し
く交流しながら理解を深める」活動をしています。いつか「にほんご教
室」も開きたいと思っています。
　活動の様子はインスタグラムで発信しています。また、外国人の入会
もお待ちしています。
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多文化交流を楽しく多文化交流を楽しく！！

花咲く書道「年賀状」レッスン花咲く書道「年賀状」レッスン

皆さんが町民の皆さんに伝えたい情報や、
活躍を掲載します。掲載月の２カ月前の
月の15日までにご連絡ください。
必ず掲載されるわけではありません。

kouhou@town.kikuyo.lg.jp

問 総合政策課　企画政策係
☎（232）2112

投稿
募集中

　溢れる想いを原点に、書の点を花や笑顔で描きます。
2024年の干支をかっこよくて可愛い「花
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年賀状を書きましょう。書道経験、絵心は不要です。
日時　11月26日㈰　午前10時～正午
場所　光の森町民センター
定員　12人
費用　3,300円
　　　（道具、ハガキ代込み）
講師　望

もち
月
づき
　美

み
穂
ほ

申込方法　電話にて申し込む
　　　　　※先着順　☎080（5284）5756

韓国料理を作りました

きくよう
多文化クラブ

LEDライトを使って
ダンスを披露するダンサー

台湾の伝統衣装を着て踊る竹塹築夢歌劇團 感謝状を手に記念撮影をする吉本町長と台湾の団員

社会見学に参加した親子

親子で一日社会見学
熊本地方裁判所・県防災センターを見学21
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　青少年健全育成町民会議による早朝あいさつ運動が８月28～29日に
菊陽中学校、武蔵ケ丘中学校で行われました。生徒たちは、町民会議会
員と「おはようございます」とあいさつを交わし、気持ちの良い朝のス
タートを切ることができました。
　また、９月11～13日に町内の３つの駅であいさつ運動を行いました。
あいさつは人と人とをつなぐコミュニケーションの第一歩。大人も子ど
もも自ら進んであいさつを心がけ、活気ある町を目指しましょう。

元気にあいさつ
青少年健全育成町民会議あいさつ運動

気持ちの良いあいさつが響いた菊陽中学校
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　ふれあいの森研修センターでは子ども将棋教室（年20回）を開催して
います。９人の小・中学生が益

ます
富
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則
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充
みつ
さん（熊本市）の指導の下、盤面に

駒を走らせ、教室内に「パチン」という音を響かせています。
　将棋は局面ごとの攻防が醍醐味で、講座生は真剣なまなざしで局面を
読みながら対戦しています。講座生の一人は「攻めていても負けてしま
うことがあるので、もっと先が考えられるように練習したいです」と意
欲的に話しました。

次の一手 王手！
子ども将棋教室9
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集中して次の一手を考える講座生


